8-4-24　業務形成・実施専門委員会

1. 専門委員会設置の目的

業務形成、業務実施の各段階における実質的な諸問題に関する調査・研究を行い、対外発信を行うことを目的としている。

　　
2. 主な活動の記録
(1) 専門委員会の開催

専門委員会開催回数：8回（4月～3月）

適時専門委員会を開催し、業務システム委員会等からの連絡と各WG活動の内容を審議した。
(2) 発注ロット適正化WG

　　　中期行動計画に基づき、「適正な発注ロットの確立」に向けて、不適正な発注ロットの実態、外的要因などの調査を行った。選定・契約専門委員会の担当した「多様な発注形態」の調査結果と合わせて、中間報告書を作成した。

　　　また、適正と思われる発注ロットの事例調査を行い、適正な発注ロットのガイドラインを作成した。

(3) 施工時関与WG

　　　建設コンサルタントの工事・施工段階におけるかかわり方の一例である、三者協議の実態調査を行い、リーフレット「施工時における設計者の役割」の更新を行い、普及活動の補足資料として活用するとともに、設計者が施工時に関与する仕組みに向けた提案を行った。
 (4) アドバイザリー業務WG
　　　正式な委託業務として位置づけられていない様々な「お手伝い的業務」を掘り起こすために、委員会内部で実態調査を行った。調査結果を基に、今後「会計検査対応」など新規業務の形成をめざしていく。

(5)業務管理マニュアルWG

　　　業務委託の円滑な推進のために、発注者に向けた「業務管理マニュアル（案）」の普及のために、関東支部と連携して、「発注前照査」の徹底を照査マニュアルに盛り込んでいただくよう提案した。
3. 技術部会、業務システム委員会等との関連作業
平成18年度「要望と提案」の「設計者の施工時役割」に関して、原稿執筆を担当した。また、全国地質調査業協会との連合会および新業務体系検討ＷＧに各々２名の委員を派遣し、活動を行った。

4. 次年度の活動について

以下のWGについては次年度以降も継続して活動するものとする。
· 発注ロットの適正化WG

· アドバイザリー業務WG

· 業務管理マニュアルWG

· 施工時関与WG
（業務形成・実施専門委員会委員長

椛木　洋子）













